
◆税の申告は、早めに、正しく！（Ｐ２〜４）
◆公立幼稚園の園児を募集します（Ｐ６）
◆奨学資金の貸付けをします（Ｐ７）
◆監査結果の公表（その２）（Ｐ９）

主な内容

No.979 2016年（平成28年）

2
1日号も ば ら

【人口と世帯数】平成28年 1 月1日現在
（うち外国人住民）
●総人口	91,358人（1,048人）
●　男	 45,074人（314人）
●　女	 46,284人（734人）
●世帯数	39,388世帯

※外国人住民の世帯を含む
【12月中の動き】※外国人住民を含む
●転入	 192人	 ●転出	 197人
●出生	 46人	 ●死亡	 75人

市の花
コスモス
（H9.10.20 指定）

市の木
つつじ

（S45.11.10 指定）

今月の日曜開庁 2月28日㊐ 8時30分〜 17時15分
市 民 課（ 2階）　☎（20）1502
市民税課（ 2階）　☎（20）1577
収 税 課（ 2階）　☎（20）1578
本納支所　 　　 　☎（34）2111

証明書等交付時間を延長 毎週水曜日 19時まで 市 民 課（ 2階）　☎（20）1502
※一部取り扱えない業務もありますので、くわしくはお問い合わせください。

笑顔、感謝、決意
　１月10日、市民会館において「茂原市成人式」が開催され、晴れ着・スーツに身を
包んだ新成人755人が出席しました。
　当日は、運営委員による「抽選会」や「丸貴大with和太鼓昇鼓團」による演奏で
盛り上がりました。
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申告に必要なもの
①印鑑 ・認印でも可（朱肉を付けるもの）
②収入を証明
するもの

・源泉徴収票（給与、公的年金等）
・営業等、農業、不動産の収入があった方は、
収入と必要経費が分かる書類や帳簿、領収
書など
※あらかじめ収入と各経費を計算しておいて
ください。
・支払調書（配当、原稿料等）
・株式の年間取引報告書

③控除を証明
するもの

・国民年金保険料の控除証明書
・国民健康保険税、後期高齢者医療制度保険
料の領収書や口座振替納付済通知（平成27
年中に支払ったもの）
・生命保険料、地震保険料の控除証明書
・障害者手帳

④その他 ・本人名義の通帳
・筆記用具、計算機など

〒297-8511
茂原市道表1番地
☎（20）１５７７、5（20）１６０９

〒297-8501
茂原市高師台1丁目5番地1　茂原地方合同庁舎2階
☎（22）２１６６

市役所市民税課 茂原税務署

税の申告は、
早めに、正しく！

申告会場は混雑することがあります。所得税及び復興特別所得税の確定申
告は、電子申告（e-Tax）や郵送（茂原税務署あて）での申告をお勧めします。

申告会場開設期間　２月16日㊋～３月15日㊋（土・日曜日を除く）

　

２
月
16
日
㊋
～
３
月
15
日
㊋

　

市
役
所
市
民
室
・
本
納
支
所

◆
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

の
申
告

　

２
月
16
日
㊋
～
３
月
15
日
㊋

　

茂
原
税
務
署（
市
役
所
市
民
室
・

本
納
支
所
で
も
受
付
）

◆
受
付
場
所

①
市
役
所
市
民
室
・
本
納
支
所

　

８
時
30
分
～
17
時

　

申
告
の
際
は
、
16
時
30
分
頃
ま

で
に
来
庁
さ
れ
る
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
混
雑
状
況
な
ど

に
よ
り
、
受
付
終
了
時
間
が
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
・
県
民
税
の
申
告
は

郵
送
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

収
入
・
控
除
等
の
必
要
書
類
を
同

封
し
市
役
所
市
民
税
課
へ
お
送
り

く
だ
さ
い
。

②
茂
原
税
務
署（
確
定
申
告
の
み
）

　

９
時
～
17
時

　

税
務
署
で
は
、
自
書
作
成
指
導

の
他
に
、
２
月
12
日
㊎
～
３
月
15

日
㊋
の
期
間
、
申
告
書
を
作
成
で

き
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

※
雑
損
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方
や

青
色
申
告
者
、譲
渡
所
得
者（
土

地
や
建
物
等
の
不
動
産
、
ゴ
ル

フ
会
員
権
や
株
式
等
の
資
産
を

お
売
り
に
な
っ
た
方
）
の
申
告

は
市
役
所
で
は
受
け
付
け
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
茂
原
税
務
署
で

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
茂
原
税
務
署
で
は
、
１
月
４
日

㊊
か
ら
消
費
税
の
申
告
書
・
所

得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の

還
付
申
告
書
の
提
出
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

※
２
月
11
日
㊍
以
前
は
確
定
申
告

書
の
作
成
会
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。 　

申
告
書
は
、
納
税
者
が
自
分
で

作
成
し
、
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。
提
出

の
み
の
方
は
待
ち
時
間
な
し
で
優

先
的
に
受
け
付
け
ま
す
。

　

市
役
所
や
税
務
署
で
は
、
記
載

方
法
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
「
自
書

作
成
指
導
」
を
行
い
ま
す
。

　

医
療
費
の
合
計
金
額
、
農
業
・

事
業
所
得
な
ど
の
収
入
・
経
費
計

算
は
必
ず
ご
自
分
で
計
算
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
に
は
「
所
得
税
及
び
復
興

特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
」
と

「
市
・
県
民
税
の
申
告
」
の
２
種

類
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
給
与
所
得
者
で
年
末
調

整
が
済
ん
で
い
る
方
は
、
所
得
税

及
び
復
興
特
別
所
得
税
が
清
算
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
原
則
と
し
て
申

告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
告
の
期
間
・
受
付
場

所
お
よ
び
受
付
時
間

　

窓
口
で
の
申
告
相
談
お
よ
び
申

告
書
の
受
付
は
次
の
と
お
り
で
す

（
土
・
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
）。

◆
市
・
県
民
税
の
申
告
（
茂
原
市

役
所
の
み
受
付
）

　

１
月
以
降
～
２
月
15
日
㊊

　

２
階
市
民
税
課
窓
口

申
告
の
受
付
に
つ
い
て
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確定申告書が作成（検算）できます。

　国税庁のウェブページで所得税
及び復興特別所得税の確定申告書
が作成 (検算 ) できます
　また、作成した申告情報を利用
して電子申告（e-Tax）をするこ
ともできます。
　くわしくは、国税庁ウェブペー
ジをご覧ください。

http://www.nta.go.jp

※電子申告の際は、電子証明書（有
効期限３年）が必要です。期限
切れにご注意ください。
　e-Tax を利用して所得税及び復
興特別所得税の申告をすると下
記の利点があります。
１　添付書類の提出または提示を
省略できます。
２　還付金を早く受け取ることが
できます。

該
当
事
項
を
記
入
の
う
え
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。（
同
居
親
族
の
扶

養
に
な
っ
て
い
る
方
は
除
く
。
た

だ
し
、
年
金
支
払
報
告
書
だ
け
で

扶
養
に
な
っ
て
い
る
方
は
申
告
が

必
要
で
す
。）

　

茂
原
市
青
色
申
告
推
進
協
議
会

で
は
、
次
の
期
間
に
青
色
申
告
の

普
及
と
税
務
相
談
を
行
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
期
　
間

　

２
月
９
日
㊋
～
３
月
11
日
㊎

　
（
土
・
日
、
祝
日
は
除
く
）

◆
時
　
間　

９
時
～
11
時
30
分
、

　
　
　
　
　

13
時
～
15
時
30
分

◆
場
　
所

　

茂
原
青
色
申
告
会
館
（
茂
原
市

道
表
12
番
地
）

◆
問
合
せ

　

茂
原
税
務
署
管
内
青
色
申
告
会

☎
�
１
２
７
３

※
税
金
の
還
付
を
受
け
る
場
合
は
、

預
金
口
座
へ
の
振
込
と
な
り
ま

す
。
口
座
番
号
等
の
分
か
る
も

の
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

超
え
る
方

　

昨
年
１
年
間
に
所
得
が
あ
り
、

次
に
該
当
す
る
方
で
す
。

⑴
平
成
27
年
分
の
事
業
所
得
や
不

動
産
所
得
な
ど
の
各
種
所
得
金

額
の
合
計
額
が
扶
養
控
除
、
基

礎
控
除
、
そ
の
ほ
か
の
所
得
控

除
の
合
計
額
を
超
え
る
方

⑵
給
与
所
得
の
あ
る
方
で

①
給
与
の
年
収
が
２
０
０
０
万
円

を
超
え
る
方

②
給
与
を
１
カ
所
か
ら
受
け
て
い

て
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以

外
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
20

万
円
を
超
え
る
方

③
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受
け

て
い
て
、
年
末
調
整
を
さ
れ
な

か
っ
た
給
与
の
収
入
金
額
と
給

与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所

得
金
額
の
合
計
額
が
20
万
円
を

確

市 青

税 納

確

確

定
申
告
は
必
要
な
い
が
、

市･

県
民
税
の
申
告
が�

必
要
な
方（
例
）

･

県
民
税
の�

�

申
告
に
つ
い
て

色
申
告
と
税
務
相
談

理
士
が
行
う�

�

無
料
申
告
相
談

付
期
限
お
よ
び�

�

振
替
納
税
の
お
勧
め

定
申
告
を
す
れ
ば�

�

税
金
が
戻
る
方（
例
）

定
申
告
が�

�

必
要
な
方（
例
）

　

平
成
27
年
分
の
所
得
税
及
び
復

興
特
別
所
得
税
に
つ
い
て
、
源
泉

徴
収
さ
れ
た
税
金
が
納
め
過
ぎ
に

な
っ
て
い
る
方
は
、
還
付
を
受
け

る
た
め
の
申
告
（
還
付
申
告
）
が

で
き
ま
す
。

⑴
給
与
所
得
者
で
医
療
費
控
除
・

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
な
ど

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方

⑵
平
成
27
年
に
中
途
で
退
職
し
た

後
就
職
し
な
か
っ
た
方
で
、
年

末
調
整
を
受
け
な
か
っ
た
方

⑶
公
的
年
金
等
の
収
入
が
４
０
０

万
円
以
下
で
は
あ
る
が
、
源
泉

徴
収
を
さ
れ
て
お
り
、
医
療
費

控
除
等
の
申
告
を
す
る
と
、
所

得
税
が
戻
る
方

　

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

の
納
税
は
、
便
利
な
口
座
振
替
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　

依
頼
書
に
預
金
口
座
番
号
を
記

入
し
、
預
金
届
出
印
を
押
印
の
上
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
納
付
期
限
（
口
座
振
替
以
外
）

　

３
月
15
日
㊋

◆
口
座
振
替
日　

４
月
20
日
㊌

◆
提
出
先

　

茂
原
税
務
署
ま
た
は
金
融
機
関

◆
提
出
期
限　

３
月
15
日
㊋

　

税
理
士
記
念
日
事
業
と
し
て
、

経
験
豊
富
な
税
理
士
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

◆
相
談
日　

２
月
23
日
㊋

◆
時
　
間　

９
時
30
分
～
12
時
、

　
　
　
　
　

13
時
～
16
時

◆
場
　
所　

市
役
所
市
民
室

◆
問
合
せ

　

千
葉
県
税
理
士
会
茂
原
支
部

☎
�
７
３
７
２（
平
日
午
前
の
み
）

　

確
定
申
告
し
て
い
な
か
っ
た
控

除
な
ど
が
あ
れ
ば
、
市
・
県
民
税

の
申
告
を
す
る
こ
と
で
、
市
・
県

民
税
の
額
が
減
額
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
収
入
の
な
い
方
で
も
、

国
民
健
康
保
険
税
や
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
軽
減
措
置
、
税
関
係

証
明
書
の
発
行
、
各
種
福
祉
関
係

の
所
得
判
定
等
の
基
礎
資
料
と
な

り
ま
す
の
で
、
申
告
書
の
裏
面
に

　

今
年
の
１
月
１
日
現
在
、
市
内

に
居
住
し
、
次
に
該
当
す
る
方
で

す
。

⑴
給
与
所
得
者
で
会
社
か
ら
市
役

所
へ
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出

さ
れ
て
い
な
い
方

⑵
事
業
所
得
者
な
ど
で
所
得
税
及

び
復
興
特
別
所
得
税
が
か
か
ら

な
い
方

⑶
給
与
等
の
支
払
い
を
受
け
て
い

て
、
給
与
所
得
以
外
の
所
得
の

合
計
金
額
が
20
万
円
以
下
の
方

⑷
扶
養
に
な
っ
て
い
る
方
で
、

パ
ー
ト
や
内
職
な
ど
の
収
入
が

あ
る
方

⑸
公
的
年
金
な
ど
の
受
給
者
で
、

市
役
所
へ
公
的
年
金
等
支
払
報

告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方

⑹
公
的
年
金
の
収
入
が
４
０
０
万

円
以
下
で
、
そ
れ
以
外
に
20
万

円
以
下
の
所
得
が
あ
る
、
も
し

く
は
、
扶
養
な
ど
の
各
種
控
除

の
申
告
が
必
要
な
方
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市
・
県
民
税
の
申
告
書
は
、
昨

年
度
の
申
告
状
況
な
ど
に
よ
り
２

月
５
日
頃
発
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
申
告
書
は
市
役
所
市
民

税
課
と
本
納
支
所
に
用
意
し
て
あ

り
ま
す
。

※
す
べ
て
の
方
に
送
付
し
て
い
ま

せ
ん
の
で
、
申
告
が
必
要
な
方

で
も
届
か
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
平
成
㉘
年
度
は
申

告
が
不
要
な
方
に
も
申
告
書
が

届
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

美
容
整
形
や
健
康
診
断
の
費
用

（
診
断
の
結
果
、
重
大
な
疾
病
が

発
見
さ
れ
、
引
き
続
き
治
療
を
受

け
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
の
診
断

費
用
は
対
象
）、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
予
防
接
種
代
、
通
院
に
使
用

し
た
自
家
用
車
の
ガ
ソ
リ
ン
代
や

駐
車
場
代
、
健
康
増
進
の
た
め
の

サ
プ
リ
メ
ン
ト
や
食
品
の
購
入
代

な
ど
。

※
医
療
費
は
、
平
成
㉗
年
中
に
実

際
に
支
払
っ
た
も
の
に
限
っ
て

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
添
付
書
類

　

医
療
費
の
領
収
書
な
ど

※
健
康
保
険
組
合
等
が
発
行
す
る

◆
対
　
象

　

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

を
納
め
る
方
が
、
住
宅
ロ
ー
ン
な

ど
を
利
用
し
て
マ
イ
ホ
ー
ム
を
新

築
・
購
入
・
増
改
築
な
ど
を
し
た

と
き
は
、
一
定
の
要
件
に
当
て
は

ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
改
正

　

平
成
27
年
中
に
支
出
し
た
都
道

府
県
、
市
区
町
村
（
地
方
公
共
団

体
）に
対
し
て
寄
附（
ふ
る
さ
と
納

税
）
を
し
た
場
合
、
控
除
の
内
容

が
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◎
所
得
税
の
最
高
税
率
引
き
上
げ

に
伴
う
特
別
控
除
額
の
算
定
方

法
の
改
正

　

平
成
27
年
分
以
降
の
所
得
税
の

最
高
税
率
が
45
パ
ー
セ
ン
ト
に
引

き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
ふ

る
さ
と
納
税
に
係
る
特
例
控
除
額

の
算
定
に
用
い
る
所
得
税
の
限
界

税
率
を
課
税
所
得
金
額
４
０
０
０

主
な
税
制
改
正
に
つ
い
て

（
平
成
27
年
分
以
降
の
所
得
税
お
よ
び
平
成
28

年
度
以
降
の
住
民
税
か
ら
適
用
さ
れ
る
も
の
）

　保険金などで補填される金額とは、①社会保険
などから支給を受ける療養費、高額療養費、出産
一時金などのほか、②医療費の補填を目的として
支払いを受ける損害賠償金や生命保険契約などの
医療保険金、入院給付金などのことです

住

医 市

宅
借
入
金
等
特
別
控
除

（
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
）に

つ
い
て

療
費
控
除
に
つ
い
て

･
県
民
税�

�

申
告
書
の
送
付

　

本
人
や
家
族
の
病
気
や
け
が
な

ど
に
よ
り
支
払
っ
た
医
療
費
が
あ

る
と
き
は
、
次
に
よ
り
計
算
し
た

金
額
を
所
得
か
ら
差
し
引
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い

る
方
で
、
お
む
つ
代
に
つ
い
て
医

療
費
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
２
年

目
以
降
の
方
は
、
医
師
が
発
行
す

る
お
む
つ
使
用
証
明
書
に
代
え
、

市
で
発
行
す
る
書
類
に
よ
り
医
療

費
控
除
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
対
象
に
な
ら
な
い
費
用

万
円
超
の
場
合
は
45
パ
ー
セ
ン
ト

と
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

◎
特
例
控
除
額
の
拡
充
（
特
例
控

除
限
度
額
の
引
き
上
げ
）

　

平
成
27
年
１
月
１
日
以
降
に
寄

附
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
を
行
っ
た

分
に
つ
い
て
、
特
例
控
除
額
の
上

限
が
所
得
割
額
の
１
割
か
ら
２
割

に
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

◎
「
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
特
例
制
度
」
の
創
設

　

確
定
申
告
が
不
要
な
給
与
所
得

者
等
が
、
平
成
27
年
４
月
１
日
以

降
寄
附（
ふ
る
さ
と
納
税
）を
し
た

場
合
、
ふ
る
さ
と
納
税
先
団
体
が

医療費控除の計算方法
　控除額（最高200万円まで）＝その年に支払った医
療費―所得の５％（10万円を超える場合は10万円）
－※保険金などで補填される金額

５
団
体
以
下
で
確
定
申
告
を
行
わ

な
い
場
合
に
限
り
、
ふ
る
さ
と
納

税
先
団
体
に
特
例
の
申
請
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、
確
定
申
告
を
行
わ

な
く
て
も
寄
附
金
控
除
を
受
け
ら

れ
る
仕
組
み
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
延
長

　

居
住
年
の
適
用
期
限
が
さ
ら
に

１
年
半
延
長
さ
れ
ま
し
た
。（
平

成
31
年
６
月
30
日
ま
で
）

個
人
住
民
税
の
公
的
年
金
に 

係
る
特
別
徴
収
制
度
の
見
直
し 

（
仮
徴
収
税
額
の
平
準
化
）

　

特
別
徴
収
税
額
の
平
準
化
を
図

る
た
め
、
仮
徴
収
税
額
が
「
前
年

度
分
の
公
的
年
金
等
に
係
る
個
人

住
民
税
額
の
２
分
の
１
に
相
当
す

る
額
」
と
な
り
ま
し
た
。（
左
表
）

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」は
、「
領

収
書
な
ど
」
に
は
当
た
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
れ
ば
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
所
得
税

額
か
ら
控
除
し
き
れ
な
い
場
合
は
、

限
度
額
の
範
囲
内
で
市
・
県
民
税

か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

※
居
住
年
月
日
に
よ
っ
て
は
、市
・

県
民
税
か
ら
の
控
除
が
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
は
、
１
年

目
に
確
定
申
告
を
す
る
と
、
２

年
目
以
降
は
年
末
調
整
で
控
除

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

公的年金に係る特別徴収税額の変更内容
仮　徴　収 本　徴　収

４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

改正前 前年度分の本徴収税額÷３
（前年度２月と同じ額）（年税額－仮徴収額）÷３

改正後（前年度分の年税額÷２）÷３ （年税額－仮徴収額）÷３

※くわしくは、国税庁ウェブペー
ジをご覧ください。

　（http://www.nta.go.jp/）

お
問
い
合
わ
せ
は
、

市
民
税
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
７
７
、5
⒇
１
６
０
９
へ
。
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私
の
任
期
も
残
す
と
こ
ろ
３
カ

月
余
り
と
な
り
ま
し
た
。
波
乱
含

み
で
出
航
し
た
「
茂
原
丸
」
の
舵

取
り
も
、
や
っ
と
順
風
に
乗
れ
る

か
ど
う
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
も

う
一
つ
二
つ
荒
波
を
超
え
な
け
れ

ば
と
い
う
覚
悟
を
新
た
に
し
て
お

り
ま
す
。

　

今
ま
で
の
約
８
年
の
任
期
の
中

で
、
市
民
の
方
々
か
ら
は
、
様
々

な
ご
要
望
や
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
自
分
も
可
能
な
限
り
そ

れ
に
応
え
よ
う
と
頑
張
っ
て
き
た

つ
も
り
で
す
。が
し
か
し
、法
律
上

の
問
題
、財
政
の
問
題
な
ど
、色
々

な
壁
が
立
ち
ふ
さ
が
り
、
な
か
な

か
進
ん
で
行
か
な
い
現
実
が
あ
り

ま
す
。
市
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
提

案
は
、
大
変
参
考
に
な
る
も
の
も

多
か
っ
た
で
す
し
、
条
件
が
合
え

ば
進
め
て
い
き
た
い
事
柄
も
多
く

あ
り
ま
し
た
。
私
も
同
じ
よ
う
な

考
え
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
よ
う

な
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
つ
二
つ
例
を
挙
げ
れ
ば
、
ま

ず
は
、
看
護
師
の
問
題
に
つ
い
て
。

看
護
師
が
足
り
な
い
の
で
、
看
護

学
校
を
旧
茂
原
工
業
高
校
の
跡
地

か
、
あ
る
い
は
長
生
病
院
に
作
っ

た
ら
ど
う
か
と
い
う
ご
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

私
が
県
議
会
議
員
を
し
て
い
る
と

き
に
も
検
討
し
た
の
で
す
が
、
市

原
市
鶴
舞
に
看
護
学
校
が
あ
り
、

そ
こ
が
定
員
を
満
た
し
て
い
な
い

と
い
う
中
で
、
新
た
な
看
護
学
校

を
作
る
の
は
無
理
で
す
と
県
か
ら

言
わ
れ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
商
店
街
の
活
性
化
に
つ

い
て
。
こ
れ
も
こ
と
あ
る
ご
と
に

様
々
な
方
か
ら
何
と
か
な
ら
な
い

か
と
言
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
商

店
街
の
方
々
も
後
継
者
の
問
題
、

郊
外
型
の
大
店
舗
の
台
頭
に
ど
う

対
応
す
る
か
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に

様
々
な
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
効

果
的
な
解
決
策
を
模
索
し
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。

　

茂
原
発
の
色
々
な
商
品
を
開
発

し
た
ら
と
い
う
ご
意
見
。
茂
原
市

観
光
協
会
の
協
力
の
も
と
、
モ
バ

り
ん
の
バ
ッ
ジ
や
Ｔ
シ
ャ
ツ
等
、

七
夕
関
連
の
商
品
の
開
発
等
努
力

は
し
て
い
ま
す
。
市
章
が
、
あ
る

企
業
の
マ
ー
ク
に
似
て
い
る
の
で
、

ネ
ク
タ
イ
や
ハ
ン
カ
チ
の
試
作
品

も
以
前
作
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
日
の
目
を
見
ず
に
終
わ
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

老
人
や
子
ど
も
に
優
し
い
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
に
つ
い
て
・
様
々

な
企
業
の
誘
致
に
つ
い
て
・
大
き

な
市
民
ホ
ー
ル
の
建
設
に
つ
い
て
、

ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

私
も
常
に
茂
原
の
活
性
化
の
た
め

に
、
何
か
仕
掛
け
て
い
こ
う
と

思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
い
ま
だ
６

０
０
億
円
も
の
負
の
資
産
を
抱
え

る
現
状
に
、
大
胆
な
施
策
が
打
て

な
い
で
い
る
の
も
事
実
で
す
。
そ

れ
で
も
、
創
意
と
工
夫
で
、
市
民

の
皆
様
が
よ
り
良
い
市
民
生
活
を

送
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
少
し

で
も
前
向
き
な
施
策
を
打
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

市

長
が

行

く

市
民
の
要
望
に
つ
い
て

茂
原
市
長
　
田

中

豊

彦

No.77

　

自
助
、
共
助
、
公
助
が
一
体
と

な
っ
た
防
災
体
制
の
構
築
に
は
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
お
け
る

共
助
に
よ
る
防
災
活
動
の
推
進
が

重
要
で
す
。
地
域
防
災
力
の
向
上

を
目
指
し
、
講
師
を
招
き
防
災
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
　
時

　

2
月
27
日
㊏　

15
時
30
分
～

　

17
時
30
分
（
開
場
15
時
）

◆
場
　
所

　

市
民
会
館

◆
演
　
題

　
「
災
害
に
備
え
る
！
家
庭
と
地

域
の
役
割
～
自
主
防
災
組
織
の
立

ち
上
げ
か
ら
活
動
ま
で
～
」

◆
講
　
師

　

防
災
・
危
機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
（
防
災
シ
ス
テ
ム
研
究
所
所
長
）

　

山
村　

武
彦
氏

◆
定
　
員

　

350
人
程
度
（
入
場
無
料
・
申
し

込
み
不
要
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、

総
務
課
防
災
対
策
室
（
４
階
）

☎
⒇
１
５
１
９
、5
⒇
１
６
０
２
へ
。

茂
原
市
防
災
講
演
会
を
開
催

防災行政無線による夕方の音楽放送（夕焼
け小焼け）について、２月１日より放送時
間を16時から17時に変更し放送します。

お問い合わせは、総務課防災対策室（４階）
☎（20）１５１９、5（20）１６０２へ。

防災行政無線による音楽放送�
� （夕焼け小焼け）が17時になります
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◆
対
象

・
３
歳
児
（
平
成
24
年
４
月
２
日

～
平
成
25
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

・
４
歳
児
（
平
成
23
年
４
月
２
日

～
平
成
24
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

・
５
歳
児
（
平
成
22
年
４
月
２
日

～
平
成
23
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

◆
申
込
資
格

住
民
登
録
し
て
い
る
市
内
在
住
者

◆
申
込
方
法

　

印
鑑
を
持
参
の
上
、
希
望
の
幼

稚
園
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
必
要
書
類
は
各
幼
稚
園
に
あ
り

ま
す
）。

◆
申
込
受
付

９
時
～
16
時
（
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
）

◆
注
意
事
項

・
園
児
の
送
迎
は
各
保
護
者
で
お

願
い
し
ま
す
。

・
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。

　
４
月
か
ら
公
立
幼
稚
園
に
入
園
す
る
幼
稚
園
児
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

公
立
幼
稚
園
の�

�
園
児
を
募
集
し
ま
す

お
問
い
合
わ
せ
は
、

学
校
教
育
課
（
９
階
）

☎
⒇
１
５
５
８
、5
⒇
１
６
０
７
へ
。

公　
　
　
立

幼稚園名 連絡先 対象・募集人数等
豊岡幼稚園
粟生野２６５３－１

☎（34）８０５０
5（34）７６７６

要問合せ

五郷幼稚園
早野１７－１

☎（23）５１８５
5（24）８８１９

新茂原幼稚園
上林５６－２

☎（24）８７１０
5（24）８３９３

中の島幼稚園
下永吉１０５６－２

☎（24）８７２０
5（24）６４１８

私　
　
　
立

幼稚園名 連絡先 対象・募集人数等
アップル幼稚園
押日５９５ ☎（24）６６８５

要問合せ

エンゼル幼稚園
八千代１－１１－１ ☎（22）３２１０

ふたば幼稚園
茂原６４６ ☎（22）３９６４

茂原聖マリア幼稚園
高師９８０ ☎（22）４３８６

もばら幼稚園
東郷８４２－２ ☎（24）１０９５

～保育所を探検しよう！～

公立保育所の施設を開放
　保育所ってどんなところ？名前はよく聞くけどどんなところか分からない。市ではそんな疑問に
お答えしようと、市内公立保育所３カ所の施設を開放します！これから保育所を利用しようと考え
ている世帯の方など、保育所に関心のある方のご来場をお待ちしています。
◆日　時　２月８日㊊～ 12日㊎まで（11日㊍は除く）
◆場　所　豊田保育所、東郷保育所、朝日の森保育所
◆内　容　園庭遊具の開放、各教室でイベント体験（絵本読み聞かせ、紙芝居、パネルシアター )、

給食の試食体験、鼓笛演奏(朝日の森のみ)など。
◆対　象　これから保育所を利用しようと考えている子育て世代、保育所と交流のある施設入居者、

地域にお住まいの方々、保育所に関心のある方
	 ※�給食の試食体験は、２月８日㊊と10日㊌に豊田保育所、朝日の森保育所で実施し、

延べ４回開催。試食をご希望される方は、２月２日㊋10時～５日㊎17時の間に、子
育て支援課へお申し込みください。（電話不可。先着10組25人まで）

	 ※流行性の高い疾病が蔓延していた場合、中止することがあります。

	 お問い合わせは、子育て支援課（２階）☎（20）１５７３、5（20）１６１０へ。

・
私
立
幼
稚
園
は
、
各
幼
稚
園
へ

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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市
で
は
、
大
学
（
短
期
大
学
含

む
・
大
学
院
除
く
）、
高
等
専
門

学
校
（
第
４
学
年
お
よ
び
第
５
学

年
）
ま
た
は
専
修
学
校
（
専
門
課

程
）
に
入
学
、
在
学
す
る
方
の
う

ち
、
学
術
優
良
か
つ
健
康
な
方
で

経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難

な
方
に
次
の
と
お
り
奨
学
資
金
の

貸
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
申
請
書
の
配
布

　

２
月
１
日
㊊
～
３
月
10
日
㊍

◆
受
付
締
切

　

３
月
24
日
㊍

※
貸
付
人
数
等
に
よ
り
希
望
額
に

沿
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
高
等
学
校
の
奨
学
資
金

の
貸
付
け
に
つ
い
て
は
、
平
成

28
年
度
か
ら
廃
止
と
な
り
ま
す
。

今
後
、
奨
学
資
金
等
を
必
要
と

さ
れ
る
場
合
に
は
、
左
記
の
県

等
の
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

教
育
総
務
課
（
９
階
）

☎
⒇
１
５
５
７
、5
⒇
１
６
０
７
へ
。

修学が困難な方へ
奨学資金の
貸付けをします

奨学資金貸付限度額

区分＼種類 修学費 就学支度費
※入学時のみ

大 学
月　額
５万円
以内

15万円
以内高等専門学校

専 修 学 校

制度の名称 お問い合わせ先

千葉県奨学資金 千葉県教育庁財務施設課
（043-223-4027）

奨学のための給付金

国公立：千葉県教育庁財務施設課
（043-223-4027）
私立：千葉県総務部学事課
（043-223-2162）

私立高等学校等授業料減免制度
私立高等学校入学金軽減制度

千葉県総務部学事課私学振興班
（043-223-2155）

高等学校就学支援金 千葉県教育庁財務施設課
（043-223-4093）

第三次茂原市子ども読書活動推進計画（案）
　市では、現在第三次茂原市子ども読書活動推進計
画（平成28年度～平成32年度）を策定中です。
　計画策定にあたり、さらに広く市民の皆さんから
ご意見をいただくため、パブリックコメントを実施
します。

◆募集期間　２月１日㊊～ 29日㊊
◆閲覧場所　生涯学習課、同課ウェブページ、�

市役所１階情報公開コーナー�
市立図書館、本納支所

◆提出方法　書面の持参、郵送、FAX、Ｅメール
※持参の場合は、８時30分～ 17時
15分

提出・お問い合わせは、生涯学習課（９階）
〒297-8511　茂原市道表１番地
　gakusyu@city.mobara.chiba.jp
☎（20）１５５９、　5（20）１６０７へ。

茂原市教育施策の大綱（案）
　市では、「茂原市教育施策の大綱」の策定を進め
ており、このたび、その案を取りまとめました。つ
きましては、大綱の策定にあたり、広く市民の皆さ
んからご意見をいただくため、次のとおりパブリッ
クコメントを実施します。

◆募集期間　２月１日㊊～ 29日㊊
◆閲覧場所　教育総務課、同課ウェブページ、�

市役所１階情報公開コーナー、�
本納支所

◆提出方法　書面の持参、郵送、FAX、Ｅメール
※持参の場合は、８時30分～ 17時
15分

提出・お問い合わせは、教育総務課（９階）
〒297-8511　茂原市道表１番地
　k-syomu@city.mobara.chiba.jp
☎（20）１５５７、5（20）１６０７へ。

　

市
で
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の

交
付
を
申
請
さ
れ
た
方
へ
、
カ
ー

ド
の
準
備
が
出
来
た
こ
と
を
お
知

ら
せ
す
る
「
交
付
通
知
書
」
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
受
け
取
る

に
は
、
市
役
所
か
ら
送
付
さ
れ
た

「
交
付
通
知
書
」、「
通
知
カ
ー
ド
」

お
よ
び
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人

確
認
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
交
付
に
つ
い
て

　

市
民
課
（
２
階
）
へ
来
庁
日
を

予
約
し
、
市
役
所
５
階
の
交
付
所

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

受
付
日
時
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

２
月
と
３
月
は
、
祝
日
と
第
３

土
・
日
曜
日
を
除
く
、
毎
日
９
時

〜
16
時
30
分

お
問
い
合
わ
せ
は
、

市
民
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
２
、5
⒇
１
６
０
０
へ
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

個
人
番
号
カ
ー
ド
の

交
付
を

申
請
さ
れ
た
方
へ

パブリックコメント（市民意見募集）を実施

訂正とお詫び
広報もばら１月15日号13ページ「スポーツもばら」において、駅伝女子優勝を「茂原中学校」と記載しましたが、
正しくは「東中学校」の誤りでした。訂正してお詫び申し上げます。
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市
民
バ
ス
「
モ
バ
ス
」
の
車
体

お
よ
び
車
内
へ
の
有
料
広
告
掲
載

の
広
告
主
を
募
集
し
ま
す
。

　

市
民
バ
ス
「
モ
バ
ス
」
は
、
地

域
の
移
動
手
段
と
し
て
親
し
ま
れ

て
お
り
、
駅
を
起
点
と
し
て
平
日

毎
日
、
市
内
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
お
申
し
込
み
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

◆
募
集
期
間

　

２
月
10
日
㊌
～
29
日
㊊

　

※
当
日
消
印
有
効

◆
広
告
掲
載
期
間

　

平
成
28
年
４
月
〜
平
成
29
年
３

月

◆
申
込
方
法

　

申
請
書
に
記
入
の
上
、
左
記
申

込
先
ま
で
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
の

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
市
民
バ
ス
広
告
掲
載
に
関
す
る

詳
細
お
よ
び
申
込
書
に
つ
い
て

は
、
生
活
課
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
申
込
先

　

〒
２
９
７
－
８
５
１
１

　

茂
原
市
道
表
１
番
地

　

市
役
所
生
活
課
交
通
防
犯
係

お
問
い
合
わ
せ
は
、

生
活
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
５
、5
⒇
１
６
０
０
へ
。

　

特
定
健
康
診
査
は
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂

肪
症
候
群
）
に
着
目
し
た
糖
尿
病

や
脳
卒
中
な
ど
の
生
活
習
慣
病
予

防
の
た
め
の
健
診
で
す
。
ご
自
身

の
身
体
の
状
態
を
理
解
し
、
生
活

習
慣
を
見
直
す
良
い
機
会
に
な
り

ま
す
の
で
、
毎
年
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

　

本
市
の
特
定
健
康
診
査
は
、
国

民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40

歳
か
ら
74
歳
の
方
が
対
象
で
す
。

　

平
成
28
年
度
は
５
月
か
ら
開
始

し
ま
す
。
対
象
に
な
る
方
に
は
、

２
月
下
旬
～
３
月
に
受
診
希
望
の

調
査
票
を
郵
送
し
ま
す
。
日
程
・

会
場
な
ど
は
決
ま
り
次
第
、
広
報

も
ば
ら
・
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
・

自
治
会
回
覧
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
短
期
人
間
ド
ッ

ク
検
査
費
用
の
助
成
を
し
て
い
ま

す
。
国
民
健
康
保
険
加
入
期
間
が

継
続
し
て
１
年
以
上
あ
る
等
の
要

件
を
満
た
す
方
で
、
同
年
度
の
特

定
健
康
診
査
を
受
診
し
て
い
な
い

場
合
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
事
前

に
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

手
続
方
法
等
く
わ
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

国
保
年
金
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
３
、5
⒇
１
６
０
０
へ
。

市民バス「モバス」の
広告主を募集！

特定健康診査を
受診しましょう

楽しく学ぼう！交通ルール
第34回茂原市交通安全推進市民大会
　交通ルールやマナーについて楽しみながら学んでもら
うため、交通安全推進市民大会を開催します。ご家族・
お友達皆さんでお越しください。
◆日　時　２月20日㊏　13時～
◆内　容　・交通安全優良ポスターの表彰式・作品展

・アップル幼稚園児による鼓笛演奏
・モバりんと楽しく学ぶ！交通安全教室
・お楽しみ抽選会
・わくわくチャレンジ
　ステージ１交通安全適性診断※
　　　　　２シートベルト衝撃体験※
　　　　　３子ども安全免許証作成
　　　　　４パトカーの乗車体験※
　　　　　５白バイ乗車体験※

（※）は雨天の場合、変更または中止となります。
◆場　所　茂原ショッピングプラザ・アスモ
　　　　　１階センターコート、第２駐車場

お問い合わせは、生活課（２階）
☎（２０）１５０５、5（２０）１６００へ。

「もばら生活ガイドブック2015年版」 
の訂正とお詫び

　昨年12月上旬より市内全世帯に配布していま
す「もばら生活ガイドブック2015年版」におい
て、誤りがありました。お詫びの上、下記のと
おり訂正させていただきます。

【訂正箇所】
P10 ～ 12「避難場所一覧表」の色分け

（誤）オレンジ　避難場所、
　　 ブルー　避難場所兼避難所（宿泊可能）

（正）ブルー　避難場所、
　　 オレンジ　避難場所兼避難所（宿泊可能）

P18「�市民バス（モバス）・デマンド交通�
� （ふれあい）」の問い合わせ先

（誤）　問　市民課　☎（20）１５０２
（正）　問　生活課　☎（20）１５０５

お問い合わせは、秘書広報課（３階）
☎（20）１５１２、5（20）１６０１へ。
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監
査
結
果
の
公
表

（
そ
の
２
）

　

平
成
27
年
度
の
定
期
監
査
結
果
の

概
要
を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

　

茂
原
市
監
査
委
員　

元
吉
敬
宇

　

茂
原
市
監
査
委
員　

鈴
木
敏
文

　

監
査
の
対
象
＝
市
民
部
、
福
祉
部
、

経
済
環
境
部
／
監
査
の
期
間
＝
平
成

27
年
10
月
22
日
か
ら
11
月
25
日
ま
で

／
監
査
の
場
所
＝
茂
原
市
役
所
・
新

治
保
育
所
・
豊
田
保
育
所
・
本
納
保

育
所
／
監
査
の
方
法
＝
監
査
の
実
施

に
あ
た
っ
て
は
、
各
所
管
の
財
務
に

関
す
る
事
務
事
業
が
効
果
的
、
経
済

的
に
執
行
さ
れ
て
い
る
か
。
住
民
の

福
祉
の
増
進
に
努
め
、
最
少
の
経
費

で
最
大
の
効
果
を
挙
げ
、
組
織
及
び

運
営
の
合
理
化
に
努
め
て
い
る
か
。

ま
た
、
前
回
の
指
摘
事
項
の
改
善
は

な
さ
れ
て
い
る
か
に
主
眼
を
置
き
、

提
出
さ
れ
た
資
料･

関
係
諸
帳
簿
を

調
査
す
る
と
と
も
に
説
明
を
聴
取
す

る
こ
と
に
よ
り
、
適
正
な
監
査
の
執

行
に
努
め
た
。

◆
監
査
の
結
果

　

計
画
さ
れ
た
事
務
事
業
は
ほ
ぼ
順

調
に
進
行
し
て
お
り
、
関
係
諸
帳
簿

も
お
お
む
ね
適
切
に
処
理
さ
れ
て
い

る
と
認
め
ら
れ
た
。

◆
所
　
見

　

事
務
事
業
の
執
行
状
況
に
関
す
る

所
見
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
の
で
、

検
討
の
う
え
一
層
適
切
に
事
務
事
業

が
執
行
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

◎
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
人

口
減
少
や
高
齢
化
、
自
家
用
自
動

車
へ
の
依
存
が
進
み
地
域
間
格
差

は
広
が
り
を
見
せ
つ
つ
あ
る
が
、

潜
在
的
な
交
通
需
要
を
と
ら
え
な

が
ら
、
市
民
バ
ス
・
デ
マ
ン
ド
交

通
の
運
行
方
法
や
ル
ー
ト
を
適
宜

見
直
し
、
市
民
の
利
便
性
に
配
慮

し
た
運
行
に
努
め
ら
れ
た
い
。

◎
社
会
保
障
・
税
番
号
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
）
制
度
に
つ
い
て
は
、
市
民

の
理
解
度
が
低
い
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
る
た
め
、
特
に
高
齢
者
へ
の

周
知
徹
底
に
努
め
、
円
滑
な
制
度

の
導
入
に
努
め
ら
れ
た
い
。
ま

た
、
重
要
な
個
人
情
報
で
あ
る
た

め
、不
着
と
な
っ
た
個
人
番
号（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
）
通
知
へ
の
対
応
や
、

個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）カ
ー

ド
の
発
行
申
請
や
交
付
な
ど
に
は
、

万
全
の
体
制
で
臨
ま
れ
た
い
。

◎
特
定
健
康
診
査
に
つ
い
て
は
、
病

気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ

な
が
り
、
医
療
費
抑
制
に
も
大
変

効
果
的
で
あ
る
た
め
、
健
康
へ
の

関
心
を
高
め
る
取
組
み
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
健
康
診
査
受
診
率

の
向
上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

◎
健
康
増
進
に
つ
い
て
は
、
市
民
一

人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
健
康
へ
の

意
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る

た
め
、
関
係
部
署
が
連
携
し
な
が

ら
健
康
増
進
意
欲
を
喚
起
さ
せ
る

施
策
に
取
り
組
み
、
健
康
長
寿
社

会
の
形
成
に
努
め
ら
れ
た
い
。

◎
地
域
福
祉
活
動
に
つ
い
て
は
、
地

域
の
様
々
な
組
織
が
活
発
に
活
動

す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
福
祉
の
充

実
が
図
ら
れ
る
た
め
、
さ
ら
な
る

活
動
支
援
に
努
め
ら
れ
た
い
。

◎
難
病
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
は
、

新
た
な
制
度
開
始
に
伴
う
指
定
難

病
の
拡
大
や
医
療
費
負
担
割
合
の

変
更
な
ど
に
よ
り
、
患
者
の
不
安

を
招
く
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

事
業
主
体
で
あ
る
千
葉
県
と
連
携

し
な
が
ら
、
制
度
へ
の
理
解
が
深

め
ら
れ
る
よ
う
、
さ
ら
な
る
周
知

に
努
め
ら
れ
た
い
。

◎
高
齢
者
支
援
に
つ
い
て
は
、
高
齢

者
の
多
く
が
65
歳
を
過
ぎ
て
も
働

き
た
い
と
考
え
て
い
る
状
況
か
ら
、

意
欲
あ
る
高
齢
者
が
能
力
を
発
揮

し
社
会
の
支
え
手
に
な
れ
る
よ
う
、

生
涯
現
役
社
会
の
実
現
に
向
け
た

施
策
に
取
組
ま
れ
た
い
。

◎
介
護
に
つ
い
て
は
、
施
設
か
ら
家

庭
・
地
域
へ
と
の
国
の
方
針
に
よ

り
老
老
介
護
や
介
護
離
職
な
ど
の

諸
問
題
が
顕
在
化
し
て
い
る
が
、

介
護
問
題
を
抱
え
る
方
々
を
、
現

行
制
度
を
最
大
限
活
用
し
な
が
ら

支
え
る
と
と
も
に
、
気
軽
に
抵
抗

な
く
相
談
で
き
る
環
境
を
整
え
、

介
護
に
携
わ
る
方
々
の
負
担
軽
減

に
努
め
ら
れ
た
い
。

◎
子
育
て
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に

基
づ
き
、
行
政
と
市
民
、
地
域
、

事
業
者
な
ど
社
会
全
体
が
共
有
・

協
働
し
て
取
組
む
と
と
も
に
、
施

策
の
進
行
管
理
を
徹
底
し
、
適
切

な
情
報
の
提
供
及
び
公
表
に
努
め

ら
れ
た
い
。
ま
た
市
民
が
、「
子

育
て
し
や
す
い
茂
原
、
子
育
て
す

る
な
ら
茂
原
」
と
思
え
る
よ
う
、

25
年
後
の
目
標
人
口
８
万
５
千
人

に
向
け
て
、
相
談
窓
口
を
充
実
さ

せ
な
が
ら
、
子
育
て
し
や
す
い
環

境
整
備
に
取
組
ま
れ
た
い
。

◎
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
建
物
や
設

備
の
老
朽
化
が
多
く
見
受
け
ら
れ

る
が
、
統
廃
合
や
公
設
民
営
な
ど

を
含
め
た
保
育
所
の
あ
り
方
を
検

討
し
、
将
来
を
見
据
え
つ
つ
計
画

的
な
改
修
に
努
め
ら
れ
た
い
。

◎
耕
作
放
棄
地
対
策
に
つ
い
て
は
、

農
地
集
積
や
放
棄
地
の
解
消
を
進

め
る
農
地
中
間
管
理
機
構
の
役
割

が
大
変
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

事
業
主
体
及
び
千
葉
県
、
関
係
部

署
な
ど
が
連
携
を
図
り
、
柔
軟
で

活
発
な
活
動
が
促
進
さ
れ
る
よ
う

努
め
ら
れ
た
い
。

◎
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
首
都
圏

中
央
連
絡
自
動
車
道
沿
線
で
の
企

業
立
地
が
活
発
で
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
茂
原
に
い
は
る
工
業
団
地

の
完
成
に
先
立
っ
て
、
千
葉
県
地

域
再
生
計
画
、
茂
原
市
企
業
立
地

促
進
条
例
、
雇
用
促
進
奨
励
金
な

ど
を
活
用
し
た
積
極
的
な
企
業
誘

致
に
取
組
ま
れ
た
い
。
ま
た
、
多

く
の
雇
用
を
創
出
で
き
る
大
型
商

業
施
設
の
誘
致
に
つ
い
て
も
十
分

検
討
さ
れ
た
い
。

◎
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
文
化
財

や
郷
土
芸
能
、
言
い
伝
え
な
ど
、

歴
史
的
価
値
の
あ
る
資
源
を
結
び

つ
け
な
が
ら
地
域
の
物
語
を
作
っ

て
マ
ス
コ
ミ
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
な

ど
、
イ
ベ
ン
ト
以
外
の
も
の
を
観

光
資
源
と
し
て
有
効
活
用
す
る
方

法
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
た
い
。

◎
美
化
推
進
に
つ
い
て
は
、
行
政
の

み
で
は
美
化
が
困
難
な
こ
と
か
ら
、

助
け
合
い
の
精
神
に
基
づ
い
た
市

民
と
の
協
働
に
よ
り
推
進
さ
れ
た

い
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

な
ど
の
美
化
活
動
に
対
し
て
、
感

謝
の
意
を
表
す
褒
賞
な
ど
に
つ
い

て
検
討
さ
れ
た
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

監
査
委
員
事
務
局
（
９
階
）

☎
⒇
１
５
６
０
、5
⒇
１
６
０
７
へ
。
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豊岡親友自治会による防災訓練

　豊岡親友自治会は、災害発生時において速やかに適
切な対処ができることを目的とし、会員の安否確認や
避難誘導、避難所においての炊き出し等の訓練を豊岡
福祉センター裏のグラウンドで行ないました。
　当日は、同自治会会員および地域住民約50人が参加。
参加者たちは実践行動を通じ、それぞれの役割を確認
しながら、真剣に取り組んでいました。

▲自主防災組織を立ち上げて以来、今年で９回目

地域を守る　地域のつながり

「本納絵馬」作りに挑戦 10　
12

　本納小学校の５年生が、本納絵馬５代目で日本画家
の矢部宏さんの指導のもと、千葉県伝統工芸品「本納
絵馬」作りに挑戦しました。
　児童たちは、何度も練習を重ねてから慎重に絵を描
き、裏面にはそれぞれの願いを書き入れました。

▲矢部さんから指導を受ける児童たち

絵馬に願いを

　茂原市社会福祉協議会主催の福祉野球教室が、長生
の森公園野球場で開催され、福祉施設の子どもたち58
人と南総少年野球国際交流連盟の少年153人が参加し
ました。
　千葉ロッテマリーンズ現役野球選手５人からバッ
ティングや守備等、実技を交えながらの指導に、子ど
もたちは目を輝かせ、耳を傾けていました。

5
12

▲真剣に指導を聞いていました

第４回千葉ロッテマリーンズ福祉野球教室
間近で見るプロの技術

　市内中の島小学校で、来年入学予定の中の島幼稚園・
保育所の子どもたちを招待し、一緒に遊ぶ交流会が開
かれました。市内初となる幼・保・小が連携した交流
会は、長寿会や地区社協委員の方から昔遊びを教わっ
た１年生が、先生として園児たちに教えるというもの。
小さな先生たちは、「先生になれて楽しかった」「お友
だちになれて嬉しい」と話してくれました。

1
12

▲①けん玉って難しい②福笑いに挑戦

中の島幼稚園・保育所・小学校交流会
みんなで遊ぶともっと楽しい！❶ ❷
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「まごころ募金」を寄付

「まちづくり条例制定記念フォーラム」

　茂原市長寿クラブ連合会は、「まごころ募金」
740,527円を茂原市社会福祉協議会の「歳末たすけあ
い運動」に寄付しました。
　この募金は、同連合会会員が日頃から貯めた小銭や
寄付を呼びかけて集まったもので、40年以上続いてい
ます。山のように集まった皆さんからの“まごころ”は、
市内の福祉に役立てられます。

▲集まった寄付金は、金種別に分けて集計しました

たくさんの“まごころ”

私たちの声でまちが変わる！

防火祈願「お水かけ」 8
1

　江戸時代から続く新春恒例行事「お水かけ」が、市
内昌平町で行われました。
　これは、町内の店舗や家の屋根に防火を祈願し、毎
年自治会有志の手により続けられているもので、手押
式ポンプを引きながら放水します。
　各世帯の門前に用意されたバケツの水を足しなが
ら、慣れた手つきで次々放水に回っていました。

▲筒先を握る手にも力が入ります

火災の無い１年に！

　市では、まちづくりの担い手である市民等、市及び議会が
共有する基本的なルールである「まちづくり条例」の制定を
記念し、「まちづくり条例制定記念フォーラム」を開催しました。
　この事業は、まちづくり茂原市民ネットと行政の協働により
開催したもので、当日は98人が参加。千葉大学准教授の関
谷昇氏による基調講演の後、市民等、市及び議会の代表
が登壇するパネルディスカッションが行われ、来場者は熱心に
耳を傾けていました。 ▲市民等、市及び議会の代表によるパネルディスカッション

　茂原市建設業組合（金城総円組合長：26社加盟）は、
県立茂原高等学校の生徒や職員、保護者約310人の協
力を得て、茂原公園の清掃作業を実施しました。
　この活動は、地域貢献の一環として、毎年落葉が終
わる時期に行っており、公園の利用者に良好な自然環
境を提供することを目的としています。今年も、約10
トンの落葉を撤去し、桜の名所はきれいになりました。

12
12

▲シートに集めた落ち葉をトラックで回収しました

茂原公園環境美化活動
みんなの手で美しく
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お
知
ら
せ

「
も
ば
ら
安
全
安
心
メ
ー
ル
」

の
シ
ス
テ
ム
変
更
の
お
知
ら
せ

　
「
も
ば
ら
安
全
安
心
メ
ー
ル
」

は
、
通
信
の
安
定
性
と
速
度
向
上

を
図
る
た
め
、
３
月
１
日
よ
り
新

シ
ス
テ
ム
で
運
用
し
ま
す
。
こ
れ

に
伴
い
、
２
月
27
日
か
ら
29
日
ま

で
の
３
日
間
は
「
も
ば
ら
安
全
安

心
メ
ー
ル
」
の
登
録
が
行
え
ま
せ

ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
３
月
１
日
よ
り
送
信
元

の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
変
更
し
ま

す
。
迷
惑
メ
ー
ル
対
策
を
行
っ

て
い
る
方
は
、「m

obara-city@
raiden2.ktaiw

ork.jp

」
か
ら
の

メ
ー
ル
が
受
信
で
き
る
よ
う
に
変

更
を
お
願
い
し
ま
す
。
正
常
に
受

信
で
き
る
こ
と
を
確
認
い
た
だ
く

た
め
、３
月
１
日
㊋
10
時
頃
に「
受

信
確
認
メ
ー
ル
」
を
配
信
し
ま

す
。
メ
ー
ル
が
届
か
な
い
場
合
は
、

メ
ー
ル
受
信
設
定
を
再
度
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
携
帯
電
話
の
詳
し
い
操

作
に
つ
い
て
は
、
販
売
店
な
ど
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
防
災
対
策
室
（
４
階
）

☎
⒇
１
５
１
９
、
5
⒇
１
６
０
２

生
活
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
５
、
5
⒇
１
６
０
０

茂
原
市
長
選
挙
・ 

茂
原
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

　

立
候
補
予
定
者
説
明
会
＝
３
月

15
日
㊋
13
時
30
分
～
（
市
役
所
５

階
５
０
２
会
議
室
）／
告
示
日（
立

候
補
届
出
日
）
＝
４
月
17
日
㊐
／

投
票
日
＝
４
月
24
日
㊐
７
時
～
20

時問
選
挙
管
理
委
員
会
（
６
階
）

☎
⒇
１
５
２
９
、
5
⒇
１
６
０
４

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、

「
口
座
振
替
」
が
お
得
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、

口
座
振
替
に
す
る
と
納
め
に
行
く

手
間
が
か
か
ら
ず
、
納
め
忘
れ
を

防
ぐ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

振
替
方
法
は
、
翌
月
末
振
替
・

当
月
末
振
替
（
早
割
）・
６
カ
月

前
納
・
１
年
前
納
・
２
年
前
納
の

う
ち
か
ら
選
択
で
き
、
翌
月
末
振

替
以
外
は
割
引
が
あ
り
ま
す
。
特

に
割
引
額
が
多
い
の
は
２
年
前
納

で
、
２
年
間
で
１
万
５
千
円
程
度

の
割
引
に
な
り
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
金
融
機
関
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、納

付
し
た
全
額
が
、
そ
の
年
の
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

手
続
き
に
必
要
な
も
の
＝
年
金

手
帳
ま
た
は
納
付
書
、
預
貯
金
通

帳
、
お
届
け
印
／
申
込
締
切
＝
１

年
前
納
・
２
年
前
納
・
６
カ
月
前

納（
４
月
～
９
月
分
）は
２
月
末
日

ま
で
※
一
部
免
除
の
承
認
を
受
け

て
い
る
方
の
口
座
振
替
は
、
毎
月

納
付（
割
引
な
し
）と
な
り
ま
す
。

問
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
１
１
）０
５
０

※
０
５
０
で
始
ま
る
電
話
か
ら
は
、

☎
０
３（
６
７
３
１
）２
０
１
５
へ
。

（
追
加
）
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
の
受
付

　

長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合

で
は
、平
成
27
・
28
・
29
年
度
の（
追

加
）
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
を

次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

　

受
付
期
間
＝
２
月
22
日
㊊
～
３

月
４
日
㊎
必
着
（
郵
送
の
み
）
／

有
効
期
間
＝
平
成
28
年
６
月
１
日

～
平
成
30
年
５
月
31
日
／
申
請
様

式
等
＝
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合

事
務
局
総
務
課
工
事
管
理
室

〒
２
９
７
－
０
０
３
５

茂
原
市
下
永
吉
２
１
０
１

☎
�
０
１
０
７

人
権
擁
護
委
員
に
お
気
軽
に 

ご
相
談
く
だ
さ
い

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
人
権
に
つ
い
て
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
啓
発

活
動
を
行
っ
た
り
、
い
じ
め
や
差

別
、
い
や
が
ら
せ
な
ど
の
人
権
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

相
談
日
時
は
、
原
則
と
し
て
第

２
火
曜
日
に
市
役
所
で
、
第
４
木

曜
日
に
本
納
公
民
館
で
、
そ
れ
ぞ

れ
13
時
か
ら
16
時
ま
で
行
って
い
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
予
約
は
不
要
で
す
。

　

な
お
、
人
権
擁
護
委
員
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
中
村
洋
子
さ
ん
が
１

月
１
日
付
け
で
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

問
生
活
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
５
、
5
⒇
１
６
０
０

２
月
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
で
す



募

集

平
成
28
年
度
千
葉
県
生
涯 

大
学
校
入
学
生
を
募
集（
２
次
）

　

募
集
期
間
＝
２
月
５
日
㊎
～
29

日
㊊
／
資
格
＝
千
葉
県
在
住
の
55

歳
以
上
の
方
（
昭
和
36
年
４
月
１

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
／
募
集

人
員
（
修
業
年
限
）
＝
地
域
活
動

学
部
57
人
（
２
年
間
）、
造
形
学

部
園
芸
コ
ー
ス
34
人
（
１
年
間
）、

造
形
学
部
陶
芸
コ
ー
ス
９
人
（
１

年
間
）、
地
域
活
動
専
攻
科
84
人

（
１
年
間
）
※
地
域
活
動
専
攻
科

は
、
地
域
活
動
学
部
の
卒
業
者
の

み
）
／
費
用
＝
入
学
金
無
料
、
授

業
料
お
よ
び
教
材
費
等
の
負
担
が

あ
り
ま
す
／
願
書
配
布
・
受
付
＝

生
涯
大
学
校
外
房
学
園
、
市
高
齢

者
支
援
課
、
地
域
振
興
事
務
所

（
長
生
合
同
庁
舎
内
）、
長
生
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
保
健
所
）、
県

高
齢
者
福
祉
課
※
郵
送
希
望
者
は
、

１
４
０
円
切
手
を
貼
付
し
た
返
信

用
封
筒
（
角
２
）
を
同
封
し
事
務

局
へ
郵
送
。な
お
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

問
千
葉
県
生
涯
大
学
校
事
務
局

〒
２
６
０
－
０
８
０
１

千
葉
市
中
央
区
仁
戸
名
町
６
６
６
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相　　談　　日
■市民相談 執務時間内／場所・問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505
■結婚相談（登録制）執務時間内／場所・問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505
■無料法律相談
　（予約制・民事）

2月10日㊌　13時〜 15時／場所＝市役所5階503会議室、
2月23日㊋　13時〜 15時／場所＝市役所5階504会議室／問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505

■交通事故相談
　（予約不要） 2月26日㊎　10時〜 15時／場所＝市役所5階504会議室／問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505

■人権・行政相談 2月9日㊋　13時～ 16時／場所＝市役所5階504会議室
2月25日㊍　13時〜 16時／場所＝本納公民館／問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505

■消費生活相談 月〜金曜日　9時30分〜 16時（12時〜 13時までを除く）／場所・問合せ＝消費生活センター（生活課内）
☎（20）1101

■歯科相談・栄養相談（要電話予約）2月1日㊊、3月7日㊊　10時〜12時、13時〜16時／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■６カ月乳児相談 2月25日㊍（平成27年8月生）／受付＝9時30分〜 10時、13時30分〜 14時／場所・問合せ＝保健センター
☎（25）1725

■1歳6カ月児健康診査 2月16日㊋（平成26年8月生）／受付＝13時〜 13時20分／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■2歳児歯科健康診査 2月18日㊍（平成25年8月生・9月生）／受付＝9時〜 10時10分／場所・問合せ＝保健センター
☎（25）1725

■3歳児健康診査 2月17日㊌（平成24年8月生）／受付＝13時〜 13時20分／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725
■健康相談 月〜金曜日　10時〜 12時、13時〜 16時／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725
■�子育て相談
　（予約制）

子育て相談（要予約）2月5日㊎、19日㊎　10時30分～ 16時30分／内容＝子育て、発育、発達に関すること／対
象＝就学前までの親子／場所＝保健センター☎（25）1725 ／問合せ＝子育て支援課☎（20）1573

■�ことばの相談
　（予約制）

言葉の相談（要予約）2月5日㊎、12日㊎、19日㊎　9時30分～ 15時／内容＝ことばに関すること／対象＝就学
前までの親子／場所＝保健センター☎（25）1725 ／問合せ＝子育て支援課☎（20）1573

■家庭児童相談
　母子相談

執務時間内／内容＝子育て、児童虐待、家庭問題、DV問題など／場所・問合せ＝子育て家庭相談室（2階）
☎（23）5500

■保育相談 月〜金曜日　10時〜 15時／場所・問合せ＝各市立保育所または子育て支援課（2階）☎（20）1573

■心配ごと相談 毎週水曜日（祝日を除く）　9時～ 15時／場所＝旧図書館（八千代2－9） ／問合せ＝社会福祉協議会
☎（23）1969

■無料法律相談 2月24日㊌　13時～ 16時（要電話予約）／場所＝旧図書館（八千代2－9） ／問合せ＝社会福祉協議会
☎（23）1969

■ボランティア相談 執務時間内／場所＝旧図書館（八千代2－9） ／問合せ＝社会福祉協議会☎（23）1969
■家庭教育相談 毎週月・火・水・木曜日　9時〜 17時（火曜日のみ9時〜 12時） ／場所・問合せ＝生涯学習課（9階）☎（20）1559
■少年相談 執務時間内／場所・問合せ＝青少年指導センター☎（22）4466

■高齢者総合相談
執務時間内／場所・問合せ＝茂原市地域包括支援センター☎（20）1583、茂原市みなみ地域包括支援センター
☎（20）2626、茂原市ほんのう地域包括支援センター☎（36）2123、 茂原市ちゅうおう地域包括支援センター
☎（26）7525

■無料法律相談 千葉県では無料法律相談を実施しています。／問合せ＝県総合企画部報道広報課広聴室☎043（223）2249
■県民相談 執務時間内／場所・問合せ＝長生地域振興事務所地域振興課☎（25）7830
■教育相談 執務時間内／場所・問合せ＝東上総教育事務所相談室☎（23）4460

■長生健康福祉
　センター

不妊相談、こころの健康相談、精神障害者社会復帰事業（デイケアクラブ）、エイズ相談、HIV等抗体検査、
性感染症検査、肝炎ウイルス検査、骨髄バンクドナー登録受付、腸内細菌検査（検便）、家庭児童相談、
母子父子自立支援などを行っています。／場所・問合せ＝長生健康福祉センター（長生保健所）☎（22）
5167※太字は予約制
DV相談（来所相談は予約制）専用電話☎（22）5565
障害のある人への差別に関する相談　専用電話☎（26）1510

今 月 の 納 期
●固定資産税・都市計画税（第４期） 
●国民健康保険税（第８期）

■納期限は、2月29日㊊
※納税には便利な口座振替をご利用ください。
※コンビニエンスストアでも納付できます。
お問い合わせは、収税課（２階）
☎（20）１５７８、5（20）１６０９へ。

介護保険の保険証を交付
　満65歳になる方（昭和26年 2月2日～昭和26年 3月1日生）は、第1号被
保険者の資格取得となります。 2月15日頃までに保険証（被保険者証）を郵
送します。
お問い合わせは、高齢者支援課（２階）
☎（20）１５７２、5（20）１６１０へ。

満75歳の誕生日から後期高齢者医療の対象に
　満75歳になる方（昭和16年3月2日～昭和16年4月1日生）は、現在加入の
健康保険を脱退し、誕生日当日から後期高齢者医療制度に加入することとなり
ます。
　今月末までに保険証（被保険者証）を郵送します。
お問い合わせは、国保年金課（２階）☎（20）１５０３、5（20）１６００へ。
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名　　　称 曜　日 時　間 内　　　　容 場　所 連　絡　先

❶ 絵画クラブ ①第1火曜日
②第3火曜日

①9時30分～
15時30分
②9時30分～
16時30分

40年の歴史ある絵画教室／対象＝絵が好きな方、初
めての方、どなたでも大歓迎。／費用＝月1,500円 中央公民館 ☎25－5529　山口

❷ ピンピン・ダンスクラブ 毎週金曜日 10時～ 12時
熟年向け健康づくり社交ダンス講座（4カ月コース）。①
ラテン科目（ジルバ・ルンバ・サンバ）、②スタンダード
科目（ワルツ・タンゴ）／費用＝月2,000円

本納公民館 ☎080-6700-7977
大木

❸ ダンディクッキング 第1土曜日 13時30分～
16時30分

男性料理教室。2/13、3/12の体験受講を募集中／対
象＝成人男性（初心者歓迎）／費用＝１回1,000円 中央公民館 ☎26-5667　田中

❹ 茂原NPD（茂原ノートパ
ソコン同好会） 第1・3月曜日 14時～ 16時

ワード（写真貼付等）・エクセル（表計算）・その他
／対象＝ノートパソコン（ビスタ＆ウィンドウズ7、
8）を持参できる方／費用＝月1,750円（会費含む）

中央公民館 ☎080-5039-8463
矢代

❺ ひまわりカラオケ愛好会 第2・3日曜日 13時～ 15時30分 先生なしで、自分の好きな歌を楽しく気軽に歌う／
対象＝一般／費用＝月300円 東郷福祉センター ☎24-1127　坂田

❻ 華の会 第2・4月曜日 13時～ 17時 フラワーアレンジメント＆池坊いけ花／対象＝一般（初心
者・男性歓迎）／費用＝月1,000円～（花代別1,000円～）東部台文化会館

☎090-4199-7527
大島

❼ 中の島アンサンブル 第3金曜日 14時～17時 ギター・マンドリン合奏し、茂原市文化祭や福祉施設での演奏をします／
対象＝一般（マンドリン・マンドラ・ギターパート）／費用＝年約1,000円 東部台文化会館 ☎23-3039　加藤

❶ 坐禅会 毎週日曜日 6時～ 8時 姿勢を調え、呼吸を調え、心を調える。坐禅・法話・作務
など／対象＝一般／費用＝200円（抹茶・お菓子代含む）

臥龍山　両忘禅庵
JR本納駅徒歩8分

☎090-2549-8710
友國

❷ ボランティア菜の花会 2月6日㊏ 13時30分～
15時30分

ボンドで作る手作りバック／対象＝一般／費用＝無
料／持ち物＝好みの布（作りたい大きさ） 東郷福祉センター ☎23-8958　二見

❸ 冬の星座観察 2月6日㊏ 17時30分〜 19時
オリオン座など冬の夜空の星座観察をしましょう／
対象＝小学生以下は保護者同伴／費用＝無料／定員
＝20人／持ち物＝寒くない服装

千葉県いすみ環
境と文化のさと
センター

☎0470‐86‐5251
千葉県いすみ環境
と文化のさとセン
ター

❹ 水辺の鳥の観察 2月11日㊍
（雨天中止）

8時30分～
11時30分

水辺にはどんな鳥がいるか観察しましょう／対象＝小学生
以下は保護者同伴／費用＝無料／定員＝20人／

❺ そばうち体験 2月20日㊏ 10時～ 14時
自分でそばを打って皆で味わいましょう／対象＝中学生
以上／費用＝1,000円／定員＝18人／持ち物＝ボウル
（30cm以上）、割烹着、頭巾、タオル、持ち帰り用容器

❻ 家族介護教室 2月13日㊏ 10時30分～ 15時
「百歳の健康食」調理実習・ミニ講演／対象＝一般（市
内在住）／定員＝20人（先着順）／費用＝500円（材
料費）／持ち物＝エプロン、筆記用具

二宮福祉センター
☎27-1165
しょうじゅの里茂原
鎗田

❼
社会福祉法人
九十九会共催
第40回教育講演会

2月13日㊏
13時30分～
15時30分
（開場13時）

自信とやる気を引き出す！自己肯定感を育てる親子
関係の作り方！／入場料＝無料（申込不要、保育あ
り）／講師＝長谷川満氏

槇の木学園体育館
（睦沢町上市場693）

☎44-1214
つくも幼児教室

❽ 中学部・高等部合同作
業製品販売会 2月16日㊋ 10時～ 15時 校外での初めての作業製品販売会を開催／対象＝一

般／費用＝無料
アミリィ大網白里
ショッピングセンター

☎0475-70-5000
県立大網白里
特別支援学校

❾ 県立長生特別支援学校
「しおかぜフェア」 2月18日㊍ 10時～ 15時

（雨天実施）
中学部・高等部の作業学習製品の展示・販売、学校
紹介の展示／対象＝一般／費用＝無料

茂原ショッピングプ
ラザアスモ ☎42-2470　伊藤

❿ 健康生活推進員さんの
「健康づくり料理教室」 2月19日㊎ 9時30分～

13時30分
（受付9時15分～）
（申し込み締切2月
15日㊊）

鮭と大根の和風スープ、野菜のチーズチャンプルー、ミルクくずもち／対象＝市
内在住者／定員＝25人（先着順）／費用＝500円／持ち物＝エプロン、三角
巾、手拭きタオル、筆記用具／主催＝茂原市健康生活推進員・鶴枝支部

保健センター ☎25-1725
保健センター

⓫ 健康生活推進員さんの
「減塩教室」 2月23日㊋

ガーリック青のりピカタ、ミルクポテトサラダ他／対象＝市
内在住者／定員＝25人（先着順）／費用＝500円／持
ち物＝エプロン、三角巾、手拭きタオル、筆記用具／主
催＝茂原市健康生活推進委員会・五郷支部

⓬ 家族介護教室 2月20日㊏ 13時30分～ 16時 「寝たきりにならない身体作りのために」～ロコモティブ・シンドロームを
知ろう～／対象＝一般／定員＝30人／費用＝無料／受付＝当日朝まで もばら和光苑 ☎27-1022

もばら和光苑

⓭ 東青ヤング交流会 2月20日㊏～
21日㊐

10時～
翌日15時30分

様々なレクリエーションを通じて、交流を深めましょう／対
象＝高校生～ 30歳程度まで／費用＝1人2,000円／定
員＝20人（電話受付）

県立東金青年の家
（東金市松之郷270）

☎0475-54-1301
県立東金青年の家

⓮ 茂原市茶道協会主催「季
節茶会」 2月21日㊐ 10時～ 15時 子どもから一般の方まで、楽しめる茶会です。気軽

にお越しください。／対象＝一般／費用＝1席500円 二宮福祉センター ☎090-2731-5549
茂原市茶道教会　渡邉

⓯ 第24回
僕らはみんな生き活き展

2月21日㊐～
24日㊌ 10時～ 20時 長生・夷隅郡市の福祉施設・特別支援学校による展

示販売会／主催＝長生夷隅地区福祉施設連絡協議会
茂原ショッピングプ
ラザアスモ

☎0470-76-4321
みずほ学園　村上

⓰ 第463回労災職業病
なんでも相談会 2月27日㊏

13時～ 16時 弁護士、労働安全衛生管理者、ソーシャルワーカー等に
よる相談会/費用＝無料/その他＝予約不要・当日受付

千葉市中央コミュ
ニティセンター ☎043-225-4567

千葉中央法律事務所
⓱ 第464回労災職業病
なんでも相談会 3月26日㊏ 船橋市勤労市民

センター

⓲ 講演
「憲法9条と安保法制」 3月6日㊐ 13時30分～

15時30分
講師＝島貫菜穂子氏（弁護士）／費用＝無料／予約
不要 五郷福祉センター ☎23-7481　岡崎

※毎週第 1・3土曜日に開催している「骨董がらくた市とフリーマーケット」は、3月まで中止です。

会員募集・イベントコーナーの原稿についてのお願い
●会員募集・イベントとも内容を簡潔にご記入ください。　●連絡先は、日中連絡のとれる電話番号をご記載ください。
●会員募集は、公平性の観点から1団体年間2回以内の掲載とします。　●原稿依頼は楷書体など読みやすい文字でお願いします。
●イベントコーナーは広く市民に参加を呼びかけるものです。主催者の会員が主に参加者となるイベントは掲載をご遠慮ください。
★会員募集・イベントの転載については、主催者等に確認をお願いします。 14
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井　

康
章

故
郷
の
天
気
を
告
げ
る
ユ
キ
ダ
ル
マ�

大
久
保　

稔

ド
タ
キ
ャ
ン
を
繰
り
返
す
う
ち
蚊
帳
の
外

�

小
野　

與
四
法

●偶数月は「俳句・短歌・川柳」を、奇数月は「詩」を掲載しています。
●投稿は楷書でお願いします。作品・氏名にふりがなをふってください。
※俳句、短歌、川柳の原稿送付先
　〒297-8511　茂原市道表1番地　茂原市役所秘書広報課宛「文芸コーナー」と朱書きしてください。

No.171

消
費
者
相
談
の
事
例
か
ら

架
空
請
求
・

不
当
請
求
に
ご
注
意
！

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
の
ト
ラ

ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す
。
最
近
は

電
子
マ
ネ
ー
（
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー

ド
等
）
で
支
払
わ
さ
れ
る
被
害
が

出
て
い
ま
す
。
新
し
い
手
口
を
紹

介
し
ま
す
。

電
子
マ
ネ
ー
で
支
払
え
！

〈
事
例
１
〉

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ア
ダ
ル
ト

動
画
を
閲
覧
し
よ
う
と
思
い
、
検

索
し
て
無
料
の
サ
イ
ト
に
入
っ
た
。

18
歳
以
上
を
選
ん
で
先
へ
進
む
と
、

突
然
登
録
に
な
り
、 

15
万
円
の
請

求
画
面
に
切
り
替
わ
っ
た
。
退
会

ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
先
に
支
払
う

よ
う
に
と
の
画
面
が
出
た
の
で
サ

イ
ト
に
電
話
を
か
け
た
。
今
日
中

に
コ
ン
ビ
ニ
の
端
末
で
電
子
マ

ネ
ー
を
購
入
し
、
シ
ー
ト
に
印
字

さ
れ
た
コ
ー
ド
番
号
を
知
ら
せ
る

よ
う
指
示
さ
れ
た
。

〈
事
例
２
〉

　

突
然
、
携
帯
電
話
に
、
サ
イ
ト

の
利
用
料
が
支
払
わ
れ
て
い
な
い

と
の
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届

い
た
。
コ
ン
ビ
ニ
に
ぶ
ら
下
が
っ

て
い
る
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
買

う
よ
う
指
示
さ
れ
、
ス
ク
ラ
ッ
チ

す
る
と
出
て
く
る
番
号
を
教
え
て

し
ま
っ
た
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
よ
り

　

電
子
マ
ネ
ー
は
、
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
購
入
で
き
、

遠
隔
地
に
い
る
人
へ
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
等
に
便
利
で
す
。し
か
し
、コ
ー

ド
を
入
力
し
て
利
用
す
る
電
子
マ

ネ
ー
な
の
で
、
コ
ー
ド
さ
え
分
か

れ
ば
誰
で
も
使
用
で
き
ま
す
。
こ

の
特
性
を
悪
用
し
て
送
金
さ
せ
る

手
口
が
増
え
て
い
る
の
で
、
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

納
得
で
き
な
い
請
求
や
身
に
覚

え
の
な
い
請
求
を
受
け
た
場
合
は
、

す
ぐ
に
支
払
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

消
費
者
相
談
窓
口
に
電
話
を
し
た

つ
も
り
が
・
・
・

〈
事
例
３
〉

　

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
か
ら
請
求
を

受
け
た
が
、
家
族
や
知
人
に
は
恥

ず
か
し
く
て
相
談
で
き
な
い
た
め
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
消
費
者
相
談

窓
口
を
検
索
し
た
。
検
索
結
果
の

一
番
上
に
出
て
い
た
相
談
先
に
電

話
を
か
け
る
と
、「
支
払
わ
な
く

て
も
い
い
よ
う
に
す
る
」「
嫌
が

ら
せ
を
阻
止
す
る
」
と
心
強
い
言

葉
を
か
け
ら
れ
た
の
で
、
安
心
し

て
申
し
込
ん
だ
。
届
い
た
Ｆ
Ａ
Ｘ

を
見
る
と
、
探
偵
と
の
契
約
書
に

な
っ
て
い
た
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
よ
り

　

探
偵
業
者
が
代
理
で
交
渉
す
る

こ
と
は
、
法
に
抵
触
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
相
談
窓
口

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
簡
単
に
検

索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
検

索
結
果
の
上
部
に
は
、
広
告
サ
イ

ト
が
出
て
く
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

よ
く
確
認
し
、
信
頼
で
き
る
相
談

窓
口
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

　

困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
２
階
）

☎
⒇
１
１
０
１
、5
⒇
１
６
０
０
へ
。
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「広報もばら」は再生紙を使用し、環境にやさしいインクで印刷されています。
大豆油インク使用

発行＝茂原市役所　編集＝秘書広報課（3階）  〒297-8511茂原市道表1番地  ☎0475（23）2111（代表）info@city.mobara.chiba.jp

※都合により、変更する場合があります。救急患者の方が優先となります。
中央消防署指揮情報係☎24-0119、525-8448へお問い合わせください。

こども急病電話相談　　実施：千葉県
お子さんの急な病気で心配なとき、看護師・小児科医が電話でアドバイスします。

＃ 8 0 0 0
（プッシュ回線・携帯電話）

☎043（242）9 9 3 9
（ダイヤル回線）
相談日時　毎日
19時〜 22時

日曜・休日当番医　※診療時間は9時〜 17時です
《内科系》 《外科系》

2月 7日㊐ 鵜沢外科内科クリニック
☎34-2496

宍 倉 病 院
☎24-2171

2 月11日㊍ 鵜 澤 医 院
☎34-2008

三 枝 医 院
☎25-2203

2 月14日㊐ 清 水 三 郎 医 院
☎25-0776

鎗田整形外科医院
☎24-8686

登 録

※高齢者等を対象に、防災情報を自宅の電話・ファックスに配信するサービスも行っています。
　お問い合わせは、総務課☎（20）１５１９、5（20）１６０２

防災・防犯に関する情報を携帯電話にメールで配信
もばら安全安心メールを

ご利用ください

◆パソコンやスマートフォンからは、
	「茂原市公式ウェブサイト」→「もばら安全安心メール」
◆スマートフォン以外の携帯電話からは、
	 右の二次元コード

●防災行政無線が
再確認できます 0

フリーアクセス

1 2 0（4
しみんは

38）1
１

1
１

9
９

●携帯電話、 
ＰＨＳからは ☎ 0475（22）7290

災害情報確認

【利用例】
●ＮＨＫ総合テレビのデータ放送⇨ 
「dボタン」⇨「地域の防災・災害情報」
⇨「避難情報」で確認。

●Yahoo!Japan⇨「天気」⇨「避難情報」
⇨「都道府県を選択」⇨「千葉県」で確認。

　白と黒の碁石を碁盤に打ち合い、陣地の広さ
を競う囲碁。「シンプルなゲームですがとても
奥が深く、数学の問題が解けた時のような達成
感を味わえるんです」と、その魅力を生き生き
と話すのは、昨年10月に山口県で開催された第
28回全国健康福祉祭「ねんりんピックおいでま
せ！山口2015」の囲碁交流大会に出場した荒

あら

滝
たき

禎
てい

子
こ

さんです。「４戦中１勝できただけでした
が、各県代表の方との交流も楽しく、貴重な経
験をさせていただきました」と語ります。
　囲碁を始めたきっかけは、父が大事にしてい
た碁盤を受け継いだ頃、テレビの囲碁対局に興
味を持ち、入門書で勉強を始めたことだそうで
す。現在は東部台文化会館で週４回、先生方に
アドバイスをいただきながら、10人ほどの先輩

方と対局を重ねています。「皆さん大変人生経
験が豊富で、尊敬しております。多くの方との
つながりが増え、本当に世界が広がりました」
と、囲碁に出会え、先輩方に出会えた幸せを穏
やかな表情で語ります。
　今後について、「これからも少しずつ勉強を
続け、機会があればお世話になった方々への恩
返しと、囲碁の発展のために色々な大会に参加
し た い と
思っていま
す」と、向
上心を持っ
て囲碁に向
き合い続け
ています。

囲碁で
広がる世界

荒
あら
滝
たき
　禎
てい
子
こ

さん（67才・東部台）

SPOTSPOTSPOTスポットスポット


